
 

 

 

 

 

 

平成の百人一首（ヒライ流）その③  

百人一首をヒライ流に現代版に替え歌（パロディー・もじり・語呂合わせ）第 3 弾です。 

今回４１～６０首です。相も変わらずの愚作ですが、飽きずにご笑覧下さい。 

先日、ある市民センターで落語をやっていたら、控室の隣で百人一首をや

っている団体がありました。また電車のつり広告に『ちはやふる』という、

末次由紀による日本の少女漫画、それを原作としたテレビアニメ、映画のＰ

Ｒ広告を見た。現代でも百人一首がブームになっていることを実感した。 
元 歌    

041 壬生忠見 恋すてふ わ
が名はまだき 立ちにけり 
人知れずこそ 思ひ初めしか 

042 清原元輔 契りきな か
たみに袖を しぼりつつ 末
の松山 波越さじとは 

043 権中納言敦忠 あひ見て
の のちの心に くらぶれば 
昔は物を 思はざりけり 

044 中納言朝忠 あふことの 
たえてしなくは なかなかに 
人をも身をも 恨みざらまし 

    

物覚えが悪くなった。とりわ
け固有名詞を忘れる。でも、
初恋の人の名前は憶えてい
た。まだ認知症はでない？ 

ゴルフの飛距離が落ちた。リ
ラックスして、力まずやれ
ば・・・末は松山英樹か？ 
それとも並みの腕前か？ 

寝ても覚めても、相手のこと
を思い、相手を心から愛して
いたのに・・・今は愛が醒め
て、相思相嫌？ 

直接会わなくても、最近は
LINE やメールで、つながって
いるので連絡が密にとれる・・・ 
でもそれに束縛される 

    
045 謙徳公 あはれとも い
ふべき人は 思ほえで 身の
いたづらに なりぬべきかな 

046 曾禰好忠 由良のとを 
渡る舟人 かぢを絶え ゆく
へも知らぬ 恋の道かな 

047 恵慶法師 八重むぐら 
しげれる宿の さびしきに 
人こそ見えね 秋は来にけり 

048 源重之 風をいたみ 岩
うつ波の おのれのみ くだけ
て物を 思ふころかな 

    

歳とって、やたらに涙もろく
なった。涙腺がゆるんだの
か？涙が、鼻水が、よだれが
垂れ、だらしなくなる・・・ 

渡る世間の鬼ばばあと言われ
ぬように・・・交通信号守っ
て、左右を確認、慎重にわた
りましょう。 

８０２０「８０歳になっても
２０本以上自分の歯を保と
う」という運動・・・残念な
がら、私は、はなし家？ 

肩が痛い、腰が痛い、足が痛い、
あちこちが痛い。痛くないのは
どこなの？あなたのそばにい
たくないの・・・？ 
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04９大中臣能宣朝臣 みかき
もり衛士のたく火の夜は燃え
昼は消えつつ物をこそ思へ 

050 藤原義孝 君がため 惜
しからざりし 命さへ 
長くもがと 思ひけるかな 

051 藤原実方朝臣 かくとだ
に えやはいぶきのさしも草
さしも知らじなもゆる思ひを 

052 藤原道信朝臣 明けぬれ
ば 暮るるものとは知りながら
なほうらめしき朝ぼらけかな 

    

毎年、高尾山・薬王院で天狗
の団扇を買い「家内安全」祈
願をする。一振りすれば魔を
払い、二振りすれば福を呼ぶ 

筋トレ、マラソン、ハードな
運動をしているご老人に、や
り過ぎでは？と言うと、健康
のためには死んでもいい？ 

公式戦２９連勝の新記録を樹
立した将棋の最年少プロ藤井
聡太 6 段は、まさに天才だ。 
ＡＩと対戦させてみたい。 

バレンタインデーは義理と愛
(人)情の板ばさみ。やると思え
ばどこまでやるさ・・・義理が
すたればこの世は闇よ～♪ 

    
053 右大将道綱母 嘆きつつ 
ひとり寝る夜の明くるまはい
かに久しき ものとかは知る 

054 儀同三司母 忘れじの 
行く末までは かたければ 
今日をかぎりの 命ともがな 

055 大納言公任 滝の音は 
絶えて久しく なりぬれど 
名こそ流れてなほ聞こえけれ 

056 和泉式部 あらざらむ 
この世のほかの 思ひ出に今ひ
とたびの 逢ふこともがな 

    

夜、なかなか寝付けないとき、
羊が一匹二匹三匹と・・・・
百まで数えると眠れるという
が・・・永眠しそう？ 

物忘れのため、賞味期限切れ、
消費期限切れ、申込・提出期
限切れなど、ついに機嫌がキ
レた・・ 

下流老人？老後破産？老後貧
乏？私の老後は大丈夫なの？
好不況に左右されない年金暮
らしは・・・？ 

豪華客船を使って、ゆっくりと
贅沢な時間を過ごしながらク
ルーズをしたいが・・・ 
経済的に苦ルーズ？ 

    
057 紫式部 めぐりあひて 
見しやそれとも 分かぬまに
雲がくれにし 夜半の月かな 

058 大弐三位 ありま山 ゐ
なの笹原 風吹けば いでそよ
人を 忘れやはする 

059 赤染衛門 やすらはで 
寝なましものを さ夜更けて
かたぶくまでの月を見しかな 

060 小式部内侍 大江山 い
く野の道の 遠ければ まだふ
みも見ず 天の橋立  

    

熟年・中高年の出会い系サイ
トを検索していたら、昔の恋
人と出会ったが・・・昔の面
影がなくてわからなかった。 

忘れないためにメモをしたの
に、そのメモをどこに置いた
か忘れてしまう今日この頃を
メモしている私です・・・ 

老人向けの「やすらぎの郷」
という昼ドラがヒットした。
続編「やすらぎの刻(とき)～
道」の放送予定があるそうだ 

「股のぞき効果」の視覚変化の
研究が、2016 年の「イグ・
ノーベル賞」に輝いた。逆さま
と小さく縮んで見える。 
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